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産業の広域連携によるグローバル化への対応
大田区中小企業の展開と支援機関の事業戦略―大田区中小企業の展開と支援機関の事業戦略―

財 法人大 産業振興協会財団法人大田区産業振興協会
専務理事 山田伸顯

（法政大学大学院イノベーション・
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（法政大学大学院イノベーション・
マネジメント研究科客員教授）



リーマンショック以降なぜ日本のリーマンショック以降なぜ日本の
実体経済が大きなダメージを受けたか
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2008年11月から09年2月までの急落

3
（出所：鉱工業生産統計、COTレポート）



（2009年度版ものづくり白書）（ 年度版も くり白書）

4



（2009年度版ものづくり白書）（ 年度版も くり白書）
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100万ドル100万ドル 日本の対世界貿易推移
（出所 ジ トロ）
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100万ドル100万ドル 日本の輸出輸入高と貿易収支の推移
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100万ドル 日本の輸出に占める金属・機械機器
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日本の主要商品別輸出

輸出総額 580 787 100 0%

（2009年） （単位：100万ドル）

輸出総額 580,787 100.0%

（化学製品） 61,863 10.7%

金属及び同製品(含む鉄鋼、
非鉄) 50,661 8.7%非鉄) 50,661 8.7%

一般機械 103,729 17.9%

電気機器 115 378 19 9%電気機器 115,378 19.9%

輸送用機器 127,259 21.9%

精密機器 19,369 3.3%

機械金属計 416 395 71 7%
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機械金属計 416,395 71.7%

ジェトロ（財務省「貿易統計」より）



％
日本の貿易依存度（対GDP比）推移
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％ 各国の輸出依存度(対GDP)  （2008年）
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円高とＴＰＰ

13



（出所：社会実情データ）
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継続するデフレ
（出所 内閣府今週 指標 ）（出所：内閣府今週の指標 No.964 ）

15



各国単位労働費用（製造業）推移比較
（1996年＝100）
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(出所：労働政策研究・研修機構）



兆円
兆円

その他の有形固定資産と総資産の推移
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17その他の有形固定資産 総資産(右軸） （出所：財務総合政策研究所）



兆円兆円
その他の有形固定資産と総資産の推移

全産業）
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その他の有形固定資産 総資産(右軸） （出所：財務総合政策研究所）



APEC（Asia‐Pacific Economic Cooperation）
「アジア太平洋経済協力」「アジア太平洋経済協力」

19



ボゴール目標

「先進エコノミーは遅くとも2010年までに、また、途上エコノ
ミ は遅くとも2020年までに自由で開かれた貿易及び投資とミーは遅くとも2020年までに自由で開かれた貿易及び投資と
いう目標を達成する」

strengthening the open multilateral trading system; strengthening the open multilateral trading system; 
（開放的な多角的貿易体制の強化）

enhancing trade and investment liberalization in the enhancing trade and investment liberalization in the 
Asia-Pacific; 
（アジア太平洋における貿易及び投資の自由化の促進）（アジア太平洋における貿易及び投資の自由化の促進）

intensifying Asia-Pacific development cooperation. 
（アジア太平洋における開発協力の強化）（アジア太平洋における開発協力の強化）

（APEC経済首脳 ボゴール インドネシア 1994年11月15日）
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（APEC経済首脳 ボゴ ル、インドネシア 1994年11月15日）



APECの経済規模APECの経済規模
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APECの貿易額の推移APECの貿易額の推移
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APECの域内貿易比率APECの域内貿易比率
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日本とAPECの経済関係日本とAPECの経済関係
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アジア太平洋における重層的枠組み
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TPP（環太平洋戦略
的経済連携協定）
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（経済産業省）
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倍100万ドル
日本・韓国の対世界輸出推移比較
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100万ドル100万ドル
韓国の対日本貿易推移
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アジアに対する貿易と投資

出所：日本貿易振興機構（JETRO）出所：日本貿易振興機構（JETRO）

ものづくり白書
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100万ドル 日本の対米国貿易推移
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31輸出総額 輸入総額 貿易収支



日本対東アジア貿易推移
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100万ドル
日本の対中国貿易推移
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100万ドル
100万ドル

日本対ＡＳＥＡＮ4貿易推移
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日本の輸出相手国シェア本 輸 相手国

財務省「貿易統計」よりジェトロ国際経済研究課作成
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日本の輸入相手国シェア日本の輸入相手国シェア

１９９０年 ２００９年

米国
22%

インドネ

シア
5%

中国
22%22% 5%

オー

トカナ

その他
36%

22%

米国

オー

ストマ

その他
34%

スト

ラリ

ア
サウアラブ

カナ

ダ
4%

米国
11%

ラリ

ア
6%

マ

レー

シア
3%5%

中国
5%韓国

5%
ドイツ
5%

サウ

ジアラ

ビア
5%

アラブ

首長国

連邦
4%

台湾
4%

サウ

ジアラ

ビア

アラブ

首長国

連邦韓国

イン

ドネ

シア台湾
ドイツ
3%

3%

36

5% 5% 5%4% 4% ア
5%
連邦
4%

韓国
4%

シア
4%4%



域内貿易比較域内貿易比較

（通商白書2007）
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（通商白書2007）
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）
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製造拠点のアジア展開

39
（2008年度版ものづくり白書）



40（2008年度版ものづくり白書）



100万ドル100万ドル
日本の国・地域別直接投資推移
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中国 アジアNIES ASEAN4 その他アジア 全世界（右軸）

（出所：財務省及び日本銀行資料よりジェトロ作成データに基づく）



兆円
日本の貿易収支と所得収支の推移
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貿易収支 所得収支 通商白書2008年
財務省：国際収支総括表



10億円 輸出輸入及び所得の受取支払推移
（資料：財務省／日本銀行「国際収支統計」）
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中小企業の海外展開支援
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２０１０ ４ ２８バンコク
45

２０１０．４．２８バンコク



（対前年比：％）
タイの実質GDP成長率推移
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ピックアップトラック
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ピックアップトラック



100万ドル100万ドル

タイの貿易の推移
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タイ品目別輸出 （単位：100万ドル、％）（タイ商務省）

2007年 2008年 2009年

金額 金額 金額 構成比 伸び率金額 金額 金額 構成比 伸び率

コンピュータ・同部品 17,331.60 18,384.20 16,018.90 10.5 △ 12.9

自動車 同部品 12 978 10 15 585 50 11 121 40 7 3 △ 28 6自動車・同部品 12,978.10 15,585.50 11,121.40 7.3 △ 28.6

宝石・宝飾品 5,381.80 8,270.10 9,761.90 6.4 18

電子集積回路 △電子集積回路 8,418.10 7,241.30 6,444.60 4.2 △ 11.0

精製燃料 4,097.10 7,913.20 5,429.90 3.6 △ 31.4

コメ 3,467.40 6,204.10 5,046.50 3.3 △ 18.7

鉄・鉄鋼 4,570.60 5,361.50 4,952.50 3.2 △ 7.6

ゴム製品 5,640.00 4,549.80 4,487.60 2.9 △ 1.4

ポリエチレンなど 5,212.30 5,520.00 4,457.20 2.9 △ 19.3

50

合計（その他含む、
FOB）

153,865.00 177,775.20 152,502.40 100 △ 14.2



100万ドル

日本対タイ貿易推移
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主要国のタイ直接投資
（単位：100万バーツ、％）（タイ投資委員会） （単位：100万 ツ、％）（ イ投資委員会）

2007年 2008年 2009年

金額 金額 金額 構成比 伸び率

日本 164,323 106,155 58,905 41.5 △ 44.5

米国 101,107 8,698 25,591 18 194.2

オランダ 10 629 30 904 3 751 2 6 △ 87 9オランダ 10,629 30,904 3,751 2.6 △ 87.9

英国 2,305 9,004 1,943 1.4 △ 78.4

ドイツ 6,813 2,265 1,071 0.8 △ 52.7

韓国 5,985 9,273 6,278 4.4 △ 32.3

中国 15,856 3,474 7,009 4.9 101.8

台湾 8 552 7 406 5 341 3 8 △ 27 9台湾 8,552 7,406 5,341 3.8 △ 27.9

香港 10,125 5,303 1,001 0.7 △ 81.1

シンガポール 34,466 25,334 14,699 10.3 △ 42.0シンガポ ル ,  , ,

インド 7,398 9,592 3,680 2.6 △ 61.6

マレーシア 11 567 25 219 6 389 4 5 △ 74 7

52

マレ シア 11,567 25,219 6,389 4.5 △ 74.7

外国投資計 505,612 351,142 142,077 100 △ 59.5



バンコクバンコク

バンコク
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バンコク
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スワンナプ ム国際空港
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スワンナプーム国際空港



アマタアマタ
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アマタ社
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社



アマタナコン工業団地
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アマタナコン工業団地
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工業団地にあるゴルフコース
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オオタ・テクノ・パ ク
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オオタ・テクノ・パーク



2006 6 26開所式
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2006.6.26開所式



オオタ・テクノ・パ ク計画図
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オオタ・テクノ・パーク計画図



Nishii Fine Press
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Nishii Fine Press
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DAIWA ASIA LTD
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DAIWA  ASIA LTD.



EZAKI INDUSTRIAL 
(THAILAND） C Ltd
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(THAILAND） Co.,Ltd.



NAMBU社
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橋下大阪府知事訪問



アマタ工業団地企業交流会
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大田区長のタイ工業大臣訪問
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大田区長のタイ工業大臣訪問



泰日工業大学
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泰日工業大学
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バイテック（タイ展示会場）
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（ 展 場）



タイメタレックス2010
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タイメタレックス2010



79



80



現地商談会
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現地商談会



OTP第2期オープニングパーティ
82

第 期



中国との関係構築
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上海新国際博覧中心
84

上海新国際博覧中心



上海メタルワーキングチャイナ
85

上海メタルワ キングチャイナ



上海市小企業生産力促進服務中心

86張主任と協議書取り交わし



2010大連国際工業博覧会
87

2010大連国際工業博覧会
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遼寧省中小企業訪日団
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遼寧省中小企業訪日団



個別商談

90



香港貿易発展局
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香港貿易発展局



香港国际会展中心
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香港国际会展中心



エレクトロニック・アジア
93

エレクトロニック アジア
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国内での生き残り戦略国内での生き残り戦略
プロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーション
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三鷹光器顕微鏡スタンド
97

三鷹光器顕微鏡スタンド
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サイベックコーポレーション
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サイベックコ ポレ ション



102



103
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自動車部品（ｼｰﾄﾘｸﾗｲﾅｰ）
工法転換：焼結・切削→プレス

製品の特長製品の特長
歯形：インボリュート歯 ﾓｼﾞｭｰﾙ：0.3～

潰しやシェービングでの成形
カム形状：潰し鍛造によるカム形状の成形カム形状：潰し鍛造によるカム形状の成形

高精度な形状成形・高面粗度Ra0.4 

被加工材・材質
SCM41 コイル材 板厚：5 6mmSCM41 コイル材 板厚：5.6mm
SAPH440 コイル材 板厚：7.3mm

VEポイント
機械加工では高コストになる歯の成形を
プレス化、
カム部の潰しやその他の潰し、押し出し
成形等

105

成形等
成形形状の自由度の高さ、寸法精度の安
定性



大嶋電機製作所
106

大嶋電機製作所
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成形型内成膜システム
110

成形型内成膜システム



現代の名工 梅澤隆男氏
111

現代の名工 梅澤隆男氏



新興セルビ ク
112

新興セルビック



ものづくり日本大賞
受賞 小型成型機

113
受賞 小型成型機



114



基盤技術ネットワークを活かした基盤技術ネットワ クを活かした
新たな挑戦新 な挑戦

開発支援サービス型加工業開発支援サ ビス型加工業

航空機産業・医工連携への取組み
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リーディング産業を支える基盤技術リーディング産業を支える基盤技術

繊維、鉄鋼、 自動車、半導体、 ナノテク、宇宙、

先端的技術分野

石油化学 コンピュータ 環境、バイオ

先端的技術分野

複合技術分野

基盤技術分野基盤技術分野
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117
経済産業省「ものづくり高度化法」



信栄
118

信栄テクノ
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３μm孔径
120

３μm孔径



協和工業
プ グ加

121
プレスレスフォーミング加工
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絞り板金技術
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絞り板金技術



加藤研磨製作所
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加藤研磨製作所
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後藤金型興業所上島熱処理工業所
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後藤金型興業所上島熱処理 業所
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現代の名工足助清雄氏
130

代



エビナ電化工業
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ナ電化 業
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中小企業の航空機産業参入
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三益工業
138

三益工業



北嶋絞製作所
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140
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神田工業の機内製品用部品
142

神田工業の機内製品用部品



高電工業のマイクロアレイヤー
143

高電工業のマイクロアレイヤ



安久工機の人工心臓
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大・中小企業パートナーシップ確立と大・中小企業パートナーシップ確立と
広域連携によるグローバル競争力強化
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合計1 3人 4人以上
全国製造業事業所数の推移
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従業者規模別全国製造業事業所数の指数推移
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中小企業の価格転嫁度合いの推移
（2009年版中小企業白書）（2009年版中小企業白書）
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規模別売上高経常利益率の推移

149（2009年版中小企業白書）



中小企業の資金繰り

（2010年版中小企業白書）
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中小企業の借入難易度

（2010年版中小企業白書）
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中小企業向け貸出対応（2010年版中小企業白書）
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山陰合同銀行との包括的

155
業務協力協定締結



おおた工業フェア
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おおた工業フェア
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受発注商談会
158

受発 商談



加工技術展示商談会
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加工技術展示商談会
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若者と中小企業とのマッチング
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若者と中小企業とのマッチング
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167（羽田空港跡地利用基本計画 20年3月より）



羽田空港跡地まちづくり推進計画 22年10月
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まとめ
産業のグ バル化が進展する中 中小企業が生き残る道は 円高• 産業のグローバル化が進展する中、中小企業が生き残る道は、円高
に対抗できるような国際競争力をもった高度技術開発や、内需型産業
の開拓に向けて経営革新を遂行することである。開拓 向け 経営革新を遂行する ある。

• 日本はアジアにおける産業の棲み分けを行い、量的貿易から質的貿
易への転換を図る。

• 日本の産業構造は、大企業と中小企業との連携の上に成り立ってい
る。先端開発を推進するためには、両者のパートナーシップの再構築
が不可欠である そのためにはコスト至上主義を克服しなければならが不可欠である。そのためにはコスト至上主義を克服しなければなら
ない。

• 中小企業が存続することが日本の経済を維持するために不可避であ中 業 存続す 本 経済を維持す 不 避 あ
る。そのために若者の中小企業に対する就労意識を高めるよう、経営
力を増強し、存在価値をアピールすることが必須である。

未来を担う産業人 技術者を育成することが 日本再生のキ となる• 未来を担う産業人・技術者を育成することが、日本再生のキーとなる。
• 世界の試作開発センターとしての役割を担うことが日本の活路を開く。
大田区は 羽田空港の国際化を機に「モノづくりのハブ機能」を発揮し

169

大田区は、羽田空港の国際化を機に「モノづくりのハブ機能」を発揮し
、国内・国外の広域連携推進の中核となる。


